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ミツバアケビ 

 一枚の葉が三つの小葉にわかれるアケビで

す。葉の縁はでこぼこし、波打っています。ア

ケビの中では一番甘みが強く、サイズも大き

いです。一枚の葉が五つにわかれるのが「ア

ケビ」です。両者の雑種が「ゴヨウアケビ」で

す。アケビによく似たものに「ムベ」があります

が、果皮は熟してもアケビのように割れませ

ん。 
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誰もが初任者としての経験を持つ。そこか

らスタートして「一人前の教師」となり、さ

らに「優れた教師」をめざすことになる。し

かし、そのための道程は決して平坦ではない。

校内外での様々な研修、日々の実践等を積み

重ねて目標に近づいていく。教師が成長する

ためには、「心の持ちよう」が大事である。こ

のことを世阿弥の言葉を引いて述べる。 

○ 初心忘るべからず 

 ここでいう初心を「教師に成り立ての頃

の気持ちを忘れないように」というように

受け取るのでは意味を十分捉えていない。

世阿弥の言葉はさらに「時々の初心忘るべ

からず」「老後の初心忘るべからず」と続く。

何歳になっても、何年経験しても、それぞれ

の段階での初心がある。この「時々の初心」

が「主体的に学び続ける教師」を育てる。 

○ 離見の見（りけんのけん） 

 これは、客観的に見られた自分の姿（離

見）を自分自身の目で見ることであり、自

分の目が能を見る観客の目と一致すること

の重要性を述べている。そのために「目前

心後」(「目を前に見て、心を後に置け」)と

説き、自分の目で見るこができない後姿を

どう見るのかと問う。世阿弥は、極限まで

自己を客観視したのである。子どもや保護

者、他の教員から見た自分の姿、客観的な

姿を知ることが連続的な省察を呼び起こす。

省察を繰り返す中で教師は成長していく。 

しかし、「心の持ちよう」だけで、教師と

して成長できるわけではない。それをエネ

ルギー源として、具体的なアクションを起

こす必要がある。具体的にどうすれば実践

的指導力を身に付けることができるのか、

断片的だが、優れた教師から、次のことが

浮かび上がる。 

１ 授業を積極的に公開し、「白熱の議論」か

ら学ぶ 

授業を他に晒し、その目を通してどこま

で自分を客観視できるか、そして、白熱の

研究協議から多くのことを学ぶ。失敗を恐

れず、何度でも授業を公開し、授業研究を

重ね、議論の中の指摘を生かして「授業改

善」に確実に繋げることである。 

２ 先輩や先進事例のよさから学ぶ   

先ずは「よさ」をそのまま真似てみる。

ただ真似るだけではなく、そこに一般的な

理論を見出す。そして、自分なりの工夫を

凝らし、自分のスタイルを創っていく。そ

のスタイルが独善的にならないようにする

ためにも、「時々の初心」や「離見の見」が

大事になる。 

３ 一人ひとりの子どもの姿や日々の実践

から学ぶ 

  子どもの反応を敏感に捉えて即時に分析

し、適切な手立てを講じていくためには、

先ず子どもとできるだけ多く関わり、子ど

もを「みとる目」を培うことである。そし

て、日々の実践を丁寧に積み上げていく中

で、教師としての「気づき」に磨きをかけ

ていく。 

 

 

 

小さなこころみ 

 

 

教育研究所 共同研究 
 

教育研究所長 

大 場  得 信 
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１ 研究目的 

平成２５年１１月に市内小中学校に教育ネ

ットワークシステムが導入され、学校ホーム

ページ作成支援システムの運用も２年近くが

経過した。本研究では、昨年度から２年計画

で、学校ホームページを有効に活用して、効

果的に情報発信を行っていく方策を探ってい

くことにした。 

２ 実態調査 

研究１年目は、各校のホームページ作りの

現状を把握することから始めた。効果的に情

報発信を行っている先進校の事例を調べたり、

家庭でどの程度学校ホームページを閲覧して

いるかをアンケート調査したり、各校がどの

ような校内体制でホームページ作成を行って

いるのかといったことを調査したりした。 

保護者アンケート調査の結果、学校のホー

ムページを見たことがない保護者が半数を占

めた。さらに、見たことがないと答えた保護

者のうち半数は、自分の学校のホームページ

があることを知らなかったという回答だった。 

ホームページ作成に関わる学校状況調査の

結果からは、各学校で苦労しながらなんとか

工夫してホームページ作成を行っている様子

が伝わってきた。 

３ 研究内容 

実態調査の結果を踏まえ、研究内容を次の

ように定めて研究を深めることにした。 

（１）校内体制の充実に向けた実践 

学校ホームページをより多くの保護者に見

てもらうためには、学校ホームページの存在

をＰＲして認知度を上げていく必要がある。

また、定期的・継続的に見てもらえるように

するためには、ホームページの内容がタイム

リーに更新されている必要がある。 

学校ホームページの内容を充実したものに

するためには校内体制作りが欠かせない。掲

載する情報を誰が集め、更新作業をいつ行う

のか。更新作業のスキルをどのように高めて

いくのか。全職員の協力なしに継続してホー

ムページの充実を図っていくことは難しい。 

そこで、年度始めの職員会議で担当からど

のような提案をしていったらよいか。また、

ホームページ作成に関する校内での研修をど

のように進めていったらよいか。さらに、見

やすく役立つホームページの構成例なども検

討していく。 

（２）児童生徒が学校ホームページに関わる 

実践 

より多くの方が学校ホームページを見たく

なるようなページ作りの一つの要素として、

児童生徒からの発信というのも有効である。

個人情報の扱いや情報モラルに関する指導は

十分に行う必要があるが、児童生徒の発表活

動の場として、Web ページは非常に有効な手

段の一つである。授業の中で児童生徒が学校

ホームページを有効に活用していく方法を考

えていく。 

（３）小中、地域の連携を大切にした実践 

通常、学校のホームページを閲覧している

のは、その学校に通う児童生徒の保護者が大

半と思われる。しかし、Webページの良さは、

学校という閉じた世界から、外へ向けて扉を

開くことである。同じ中学校区の学校同士、

さらに、地域の諸団体ともつながっていくこ

とができると、学校ホームページをきっかけ

として、地域コミュニティが一体となった教

育活動への足がかりとなるだろう。そのため

に学校としてできることを探っていく。 

４ 結び 

学校ホームページの作成で、負担感よりプ

ラス効果が実感でき、各学校現場で充実した

内容のホームページ作りが継続的に進められ

るようになるために、本研究が役立ってくれ

ればよいと考えている。 

 

小さなこころみ 
 

学校ホームページを有効活用するために 
学校情報の発信に関する研究員 

八木規孝（大窪小学校）  矢島 淳（下中小学校） 

坂井卓矢（山王小学校） 

渡邉 仁（国府津中学校） 堀 祐樹（城山中学校） 
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はじめに 

昨年度から「児童生徒ひとりひとりが輝ける

道徳の授業」というテーマを設定し、研究に取

り組んでいる。道徳の授業では、子どもたちが

あまり深く考えず、分かりきった答えを当たり

前のように言って、終わってしまうことが多い。

そこで、子どもが自然に「考えたい・自分の思

いを伝えたい」と思える発問を設定していきた

いと考えた。 

また、小学校、中学校それぞれ横のつながり

はあっても、小中の連携が今までなかったため、

「小学校・中学校でどのような道徳の授業をし

ているのか」といった疑問が挙がった。そこで、

昨年度は互いの授業の実態を把握するため、そ

れぞれ授業公開を行い、成果と課題を検討しな

がら確認し合あうことにした。授業前には、研

究員全員で指導案検討、授業後には、研究協議

を行い、発問が有効であったかどうかや展開の

工夫がされていたかなど考えながら研究を進め

た。 

研究の方法 

１ 指導案検討                                  

 実施する１つ前の研究日に、授業者が本時で

扱う資料と略案を持参した。そして研究員一人

一人が資料を読み込み、発問の箇所や内容、ま

たその展開が価値に迫れるものになっているの

かを検討した。 

２ 授業実践                                 

小中学校の授業の実態を把握するため、研究

員全員がそれぞれ授業公開を行い、成果と課題

を確認した。 

【それぞれの授業の協議事項】 

①「くまさんのなみだ」小学校１年 

最初から最後まで、立ち止まらずに流れてい

った感じだったので、一つのところでじっくり

考えさせる場面があってもよい。 

→児童の実態や経験から判断する。 

②「車内の携帯電話のご使用は…」中学校１年 

中学校と小学校の道徳の授業では、相

違点がある。小６から中１へのギャップ

を少なくするために、小学校では中学校

の資料を使ってみたり、賛成反対カード

を導入したりする。中学校では、板書に

絵などを取り入れる。 

③「最後のおくり物」小学校６年 

中学校でも使える資料。中学生だと、「他人にこ

んな大金を渡すなんて、おかしい。」など、もっ

と本音の意見が出てくるかもしれない。 

→なぜ？と問うと、より深く考えられるので

はないか。 

④「まかせてみようよ」小学校５年                                                               

道徳ノートを活用すると、一人一人の価値の

深まりが分かる。振り返りや、家庭との連携に

も活用できる。 

→授業中に書くことだけに集中しないよう、

工夫が必要。 

⑤「ブッタとシッタカブッタ１」中学校３年 

導入の工夫は、小学校も中学校も同じ。児童

生徒の実態を考えて、授業に惹きつけるような

工夫をしていきたい。（事前アンケートの結果の

活用、視覚的資料の提示など） 

おわりに 

昨年度は、小中で連携してテーマを設定し、

同じ目標に向かって取り組んだことで、児童生

徒の思考の幅の広がりを感じることができた。

発達段階が違うことで、資料の選定に違いはあ

るものの、導入部分で事前アンケートや視聴覚

教材を活用することなど、共通する部分も多く

あった。 

今年度は小中の共通点をさらに見つけ出し、

児童生徒の実態を踏まえて、授業に惹きつける

ような工夫を考え、研究を深めていきたい。 

 その方策の一つとして、道徳ノートの活用が

ある。一人一人にノートを用意し、授業の中で

考えたことや感じたことを書き込んでいく。年

間を通して扱っていくことで、道徳の評価にも

役立つのではないかと考えている。 

 また、小学校と中学校の道徳の授業の資料を

交換したり、同じ物を扱ったりしていくことも

検討している。今後も、小学校から中学校への

スムーズなつながりを意識した研究を進めてい

きたい。 

学びの架け橋 
 

児童生徒一人一人が輝ける道徳の授業 
～小・中連携を通した発問・展開の工夫～ 

道徳 プロジェクト研究員 

  大澤ひかる（千代小学校） 長澤孝江（久野小学校） 

中村絵里（片浦小学校）  

新妻和音（千代中学校） 大井美佳（橘中学校） 
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 先日、こんな授業に出会いました。 

 ある小学校の２年生の算数で、引き算の

単元でした。授業開始のあいさつや人の話

を聴く姿勢、言葉遣いなど授業規律はもち

ろんのこと、みんなが安心して生活できる

学級風土のある素晴らしい学級です。 

導入で提示した問題は「みんなで遊んで

いました。９人来たので３０人になりまし

た。」で、ここから分かっていない部分は何

かを見つけ、それをテープ図で示し、立式

するという、逆思考を用いた引き算の授業

でした。「個人思考→グループ交流→個人思

考→全体交流」という流れを用い、研究テ

ーマとなっている「『分かる』を実感できる

授業づくり」に迫る授業提案でした。 

授業は順調に進み、問題をテープ図で表

すという段階で、自分で考えたテープ図を

グループで交流する場面となりました。そ

こでは少人数による言語活動がしっかりと

展開され、人の考えを聞き、自分の考えを

修正する児童もいました。 

 次に全体交流に進みました。何人かの児

童が自分の考えを黒板に書き、多くの児童

の発言により全体交流が進んでいきました

が、ここでどうしても納得できないという

児童が現れました。この児童の発言により、

他の児童数人も納得できないと言いはじめ

ました。指導案では、このあと立式に移る

予定でしたが、そのまま全体交流が続けら

れ、授業が終了するまで、全員で課題解決

に取組みました。 

この日の放課後の研究協議では、なぜ指

導案どおり進めなかったのか、どんな指導

の工夫があれば本時の目標を達成できたの

かなど熱心に協議がなされました。私も同

様に考えましたが、一方で次のようにも考

えました。 

テープ図の全体交流の場面で授業者の

先生は、「思ったよりも児童の到達度が低く、

理解が進んでいない」という評価を行い、

その評価を基に「立式に進まず、このまま

全体交流を継続しよう」とその後の指導を

修正したのです。確かに、計画通り進まな

かったので、本時の目標がすべて達成でき

たとは言えません。だからといって児童の

実態を無視して予定通りに授業を進めても、

それは目標を達成したことにはなりません。

とかく、校内研究などの提案授業では、ど

うしても指導案どおりに進めたいという気

持ちが出てしまうものですが、今回の授業

者の先生は、それよりも児童の実態を最優

先に考え、指導計画を修正するという子ど

もの実態に即した授業を実践したのです。 

指導のあるところには常に評価があり

ます。この授業のように、授業中の評価を

指導に活かすことは、大切なことであると

改めて感じました。 

この先生の授業中の判断は正しかった

と私は思うのと同時に、研究協議で、なぜ

計画通り進まなかったのかについて真剣に

分析し、次の授業に活かそうとする先生の

姿が頼もしく思えました。 

 授業中納得できないと言っていた児童の

授業後の晴れやかな表情が今でも印象に残

っています。 

 

 
ある教室から                    

 

「分かる」を実感できる授業 

教育指導課指導主事  

綾 部  敏 信 
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                  自然観察会 

～郷土の豊かな自然を知ろう～ 

４/１８ 平地の自然 
あぜ道の花や虫・メダカを観察しよう 

市街地のアスファ

ルトの間に咲く草花

や、田んぼに生きる草

花等を観察しながら、

春の七草や植物の名

前の由来、植物の生き

延びるための知恵な

ど、わかりやすい説明

が好評でした。 

 定点コースを決め、

ツバメの個体数や種

類、巣の数を観察しま

した。観察・調査後、

グループごとに調査

結果を報告しました。

参加した全員の子ど

もが感想や意見を発

表し、貴重な体験がで

きました。 

 辻村植物公園内の

４ヶ所（梅林草むら、

林の中、山頂、コナラ・

クヌギ林）を順に回っ

て、観察・採集を行い

ました。昆虫が多い季

節なので、いろいろな

昆虫を観察すること

ができました。 

 根府川駅を出発し、

江之浦海岸で観察を

実施しました。参加者

を６グループに分け、

観察・採取・解説・説

明・調査等を行いまし

た。班内での発表の

後、採取物のリリース

など、観察時のマナー

も学びました。 

「小田原の自然」を

片手に、酒匂川の河原

にある典型的な岩石

７種を集め、標本を完

成させました。標本作

りに取り組みながら、

岩石の特徴が理解で

きました。 

５/２ 海岸の自然 
磯と生物を観察しよう 

ぼくは虫をいろいろ見つけました。アマガエルや

ベニシジミとかを見つけました。いろいろな花を

見て楽しかったです。（小４） 

バフンウニ、ホンヤドカリ、ヤツデヒトデをつか

まえました。最後に生まれて初めてアメフラシの

卵のかたまりを見られてよかったです。（小４） 

６/６ ツバメの観察会 
ツバメの観察・調査に参加しよう 

ヒメアマツバメの巣はツバメの巣とはちがって

とても高いところに集団であったので、面白いな

と思いました。（中１） 

６/２０ 酒匂川の自然 
河原の岩石・動植物を観察しよう 

８/１ 丘陵の自然 
夏の虫を探そう 

酒匂川の石を見るだけで、この地域の成り立ちや

歴史がわかるのはすごいと思った。河原の植物や

鳥などの生態系も知ることができた。（中３） 

この観察会で一番驚いたことは、バッタの仲間が

ものすごくたくさんいたことです。特に梅林では

キリギリスの仲間がたくさんいました。（小５） 

 自然観察会は「小田原市小中学校理科副読本『小田原の自然』活用講座」として平成１４年度
から実施し、今年で１４年目になります。昨年度は、通算１００回目の開催を迎えました。講師
は、小田原市立小・中学校の先生と元先生、自然観察指導員の方です。自然観察会を知っていた
だくために、各回の様子を紹介します。 

毎回、小田原の自然の豊かさ
を知ることができる自然観察会
は、驚きの連続です。 
教職員の方々の参加もお待ち

しています。 
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郷土の偉人である二宮尊徳翁の事績や教えについて研修を深める「尊徳学習研修会」を８月２１

日に実施しました。元尊徳記念館館長の中山幸夫先生の講話を聴いたあと、グループに分かれ、「み

んなで考えよう尊徳学習＜授業展開案の検討＞」「子どもに伝えたい尊徳翁」というテーマで話し合

いをしました。 

◆尊徳学習の導入では、尊徳翁への興味を持た

せるための工夫が大事 

・金次郎像や、銅像の写真を見せて、問いを投

げかける。 

（例）「歩きながら本を読んでいる姿を見て、ど

う思う」「金次郎さんが持っている本には、何

が書いてあるんだろう」 

・地域にある金次郎像を訪ね、なぜそこに金次

郎像があるのかを探る。 

◆体験も大事 

・わらじ作り、米作り、菜種油をしぼる等、体

験しながら学んでいくことによって昔の人の

苦労や努力がわかる。 

◆体験も大事だけど…教えにもふれたい  

・尊徳翁が行った事実だけでなく、その行いの

奥にある尊徳翁の思想に気付かせたい。 

・児童生徒が調べ学習を進める中で、「金次郎さ

んってすごい」と感じられるとよい。 

◆中学校では 

・道徳の時間に偉人について取り上げるときに、

尊徳翁を題材にする。 

・「道歌」（教えを短歌で表したもの）カルタを

作る。 

 生徒がよく目にする場所に道歌を掲示し、自 

分が「いいな」と思った教えをカルタにする。

カルタを作ることによって、そのよさを生徒同

士が共有できる。 

 

  市内の小学校では、４年生を中心に「尊徳学習」

が行われていますが、その後も尊徳翁にふれる機会

を持つことが大事であること、また、校内の掲示物

等を工夫して、児童生徒が普段から尊徳翁の教えに

ふれられるような環境整備の大切さも話題になり

ました。 

 
 

見る、感じる、学ぶ、やってみる！ 
～今後の教育研究所事業を紹介します～ 

 

◇第2回学習指導法研修会 教科指導力の向上を図る研修です。 

◇第５回おだわら未来学舎  「教師の実践力をみがき、教育への情熱を高める」 

◇自然観察会  副読本「小田原の自然」を活用したフィールドワークです。参加者はその都度募集しています。 

 

教科・講師 期日 授業者 

《国語》講師 十文字学園女子大学 

教授 冨山 哲也 先生 
１１月１０日（火） 城北中学校 相原 由佳 教諭 

《算数・数学》講師 横浜国立大学 

教授 池田 敏和 先生 
１１月２０日（金） 早川小学校 佐々木 望 教諭 

内容・講師 期日 場所 

『これからの外国語活動のあり方』 

国立教育政策研究所教育課程調査官 

直山 木綿子 先生 

２月９日（火） 小田原市役所 大会議室 

テーマ 期日 場所・時間 

小田原の地質・地形を調べよう １２月５日（土） 弓張の滝（午前中） 

酒匂川水系の野鳥（冬の野鳥を見よう） １月２３日（土） 蛍田～狩川（午前中） 

                                         

尊徳学習研修会 

～尊徳翁の事績や教えにふれるための工夫～ 
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